2011・11・25新精社協共通研修参加者アンケート集計結果

申込者：４４名　　　参加者：３９名　　　アンケート回答者：３３名

問1及び2：参加者年齢構成　　　　　　　　　問1及び3：経験年数
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問4：事業種別（重複あり）
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問5：困っていること・悩んでいること→＊平成24年度の研修企画の参考
★仕事とプライベートの境界の曖昧さ及び、かかわる時間のとれなさやかかわり方に関する悩み
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★経営や運営に関連する悩み
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問6：講義の評価
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問6：感想
★初心を確認できました。
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★利用者と夢を語りたいと思います。
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★まず動いてみること。
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★寄り添うかかわり。
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★その他
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問７：グループワークの感想
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問７：感想
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問８：研修の意見・感想
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・仕事とプライベートの境がなくなっている


・接する面での境界線がよく分からない


・利用者と接する時間が短くなった（時間をつくるのが下手になった）


・日常の業務におわれて利用者と話をする時間がとれていないこと


・職員が受注作業の納期に追われている





・市の委託の相談支援業務でほとんどメンバーと関わることがない。もっと寄り添った支援ができたらと思う


・利用者さんになかなか自分の思いが伝わらないこと


・メンバーから生活や金銭などを質問された時に返答に困ってしまうことがある。自身の返答が正しいかどうか不安になる。


・支援の中で本当に本人の望んでいたことなのか？本当にこれでいいのか？ひとりよがりだったのでは？とどうしても悩んでしまう


・利用者の方の本人らしさが見えてこない


・何を目標として支援したらいいのか？と最近はもやもやとした中で仕事をしていた


・利用者の希望を引き出すには？


・関係の作り方


・精神障害者との接し方（コミュニケーションづくりなど）


・人格障害をもつ利用者について日頃何気ない会話をしてもそれが悪くとられたり、誰と話をしても常に相手のことが気になって人に言いふらす


・スタッフとして何気なく言ったことに対して利用者を傷つけていたりすること


・発達障害者の就労支援について





・工賃や施設運営のための利用人数確保を言われるとき


・毎日、これで良かったのか？と利用者と接した後に悩む。経営もやっているので、時に経営目線になってしまうこと


・当事者が前面にでて表現できるようなもの、当事者同士で支える自助グループ、クラブハウス的なものをしたいがうまくできない。個別支援や事務に追われてしまっている


・就労支援B型の利用者さんで、高齢のため就職等まったく考えられない方や働く意思よりは居場所づくりや仲間づくりのため来られている方など様々で、そういう方たちと就労を真剣に考えていらっしゃる方が同じ空間で作業をしていく難しさ





・初心に帰り、今一度リセットしたいと思います


・当たり前のことを忘れかけていたような、初心に戻って明日からの業務に生かしたいです


・この仕事で重要な部分が何なのか確認するよい機会になりました


・「初心にもどる」「再確認」というよりは今まではっきりと見えなかったもの、具体的ではなかったものをポンと目の前に置いていただいたような気がしました。日常に今の気持ちを持ち帰りたいと思います


・講義を聞いて日頃忘れていた事を改めて確認することができました。利用者としっかり向き合っていきたいです


・なんとなく日頃もやもやしている事を分かりやすく身近な感じで心に入ってきて良かったです


・当事者に対する姿勢、見方等々、色々と忘れていたことを改めて掘り起こし考えさせられました


・今の自分の仕事に対しての考えや、関わりを振り返って気づかされることが多々ありました


　エンパワーメントの部分、メンバーさんに「こうしないと」と関わるスタッフが意見を押し付けていると気づき、反省しました





・この仕事をはじめたばかりなので、私には再確認ではなく、すべて新鮮なお話でした。好きで病気になった人はいないという言葉にハッとしました


・大変分かりやすく、自分の中でモヤモヤしたものが晴れたような気がします


・障害者としてのメンバーだと自分が無意識に区別しているのでは？自分だって完璧ではなく、欠陥だらけなのだからと再確認し、明日から違う関わりができそうな気がします


・今まで業務としてやってきたことを振り返り、最終的には人と人だということが改めて分かりました。


・笑顔あふれるものにあこがれました、メンバーがメンバーと寄り添っている姿に現実との違いにびっくりしました


・ほったらかしも必要なこと、もう１回元気になるには何が良いのだろうか？


Help Meの話、可愛い子には旅をさせよ、体重計の話が良かったです


　また明日から頑張ろうという気持ちになりました


・先生のお話はとても共感できました。今度はアップルのお話をもっと詳しく知りたいです


・自分のため、多くの利用者の方の笑顔を見られるようにしたいです


・仕事場に帰り、他職員伝達します


・日々の業務を考えさせられる内容でした





・他施設の支援、現状維持等お聞きすることができ、参考になりました


　当施設でも実現できたら良いなと思うことが多々ありました


・グループワークの時間が長かったため、もう少し短くても良いと思いました


・様々な施設の方々と交流できて良かったです


・皆さんから色々のお話を聞けて良かったです


・グループホーム、生活、相談と違う事業の話が聞けて良かったです


・皆さんの日々の支援等聞かせていただき、勉強になりました


・様々な事業所の方の話を聞くことができて良かったです


　どのような職業でも初心を振り返る事が大切というのは共通なんだなと思いました


・皆さんの意見、日常の業務のことから利用者に対する姿勢、心などがたくさん聞くことができ、楽しかったです


・日常の業務について思うこと、困っていることを話し合えて良かったです


・日頃の業務での悩みを話し合ったり、今後の業務に取り入れていきたいことなど具体的な話ができて良かった


　今までやってきたことが少しは良かったのかなと思えました


・自分と違う施設の方が多かったので、いろいろな発見がありました


・他施設の利用者への支援のやり方の情報交換ができて良かったです


・のんびりした感じでテーマもしっかりしない感じがすごく良かったです


・司会役をしましたが、うまく緊張感がとれずみんなが話したいことを語れたか不安です


・他の施設の皆さんの取り組みや今悩んでいることなどを聞いて、今、自分の施設との違いを知り、勉強になりました


　共感できることが多々あり、話ができて良かったです


・グループホーム、作業所など仕事の内容は少し違っても考えることやる事は同じでいろいろな話が聞けて良かった


・同じような悩み、問題をかかえているんだなと感じた


　明るく前向きで元気をもらいました


・事業所種別でかかえている問題が違うため、事業所種別でのグループワークが良かった


・事業所種別での問題など聞かせてもらうことができて良かった





・自分の支援、自分自身のあり方などに疑問をもって迷っていたので、すごく貴重ないいタイミングでお話を聞けた


・皆さん同じように悩み問題をかかえているのだと思ったが、支援者の元気大事ですね


・またこういう機会を設けて下さい、ありがとうございました


・夢をつくる、とりあえずやっちゃうって勇気あるな


・とてもいい研修だったと思います


・タイムテーブルは守って下さい


・夢を自分なりにもつこと、利用者の夢を叶えられるようになれたら良いと思いました





・利用者の方の夢、聞いてみます


・夢を追いかけることによって橋をかけることがとても心に残りました


・夢に向かって何ができるか分からないがまずやってみる、失敗してもかまわない、


　自分が楽しければ利用者にも伝わると思いました


・最後のとりでは人だ、当事者と夢を語るを信じ続けること、語り続けることをしていきたいです


・夢を語る、願う力、何を目指すのか学ぶことができました


・利用者の方ともっと向き合って夢を語れたらと思いました


・すごく勉強になりました、メンバーさんと夢を語ります


・書類やプロセスにこだわらず、夢を語り合いながらまず動くことをこれからの支援に取り入れていきたいです





・日々の業務の中でこれでいいのかな？大丈夫かな？と不安に思うことがあったが、まずやってみる、動いてみることが大切だと聞いてなんだか勇気がでました


・考えるよりまず行動が大事だと思いました


・深く考えすぎないで、メンバーや自分たちが元気になるために幸せと思えるような活動をしていけば良いのだと思え、夢をもらうという言葉で勇気づけられました





・日々の仕事を振り返り、メンバーときちんと向き合えていれたかな？と考えると、向き合っていなかったような気がします


　メンバーと日々向き合い、メンバーの心に寄り添っていけるような支援に関わっていきたいと思いました。


・相談支援も大切だが、同じくらい一緒に過ごすことが大事だと分かったので、実行します


・衝突し合っても良いので、利用者の方の話を聞き、自分自身も本心で語り合いたいと思いました








アンケート集計担当：藤巻友子（こすもす作業所）／岡部正文（茨内地域生活支援センター）

